
平成２９年度第１回大分県自立支援協議会
日 時：平成２９年１１月７日（火）１４：００～１６：００

■議論の要旨

（議題）
１ 大分県自立支援協議会及び市町村自立支援協議会の取組について

【部会からの意見】

・各市町村にどんな課題があるかをまとめて報告してほしい。

【事務局回答】

・次回、課題をまとめて報告する。

２ 大分県障がい福祉計画（第４期）の進捗状況及び大分県障がい福祉計画

（第５期）の策定について

【部会からの意見】

・就労移行支援事業所等の支援員のスキルアップを盛り込んではどうか。

・一般校を卒業し、一度就職後等に体調を崩された方が行く場所が県内に少ない

ので、今後検討していただきたい。

・働く場ができるよう企業を誘致してほしい。

・人口減少社会で福祉に携わるスタッフも不足している。計画をつくるうえで押さえ

ておいておく必要があるのでは。

・就労は部会を活用してはどうか。

・企業と福祉関係者、学校、行政等で意見交換できる場が必要。

・障がい児について、親の障がい受容への支援が必要。

・親の困りを外に出していけるシステムをつくってほしい。

【事務局回答・今後の方針】

・支援員のスキルアップについて、計画に反映できるかどうか検討する。

・企業の開拓については、企業ができることや支援について研究していく。

・就労に関する部会の活用については、今回の計画には間に合わないが今後検討

する。

・意見交換の場について、連携は必要。県は雇用アドバイザーを６人配置し、毎月

会議を行う等、連携がとれるようなかたちをつくっている。

・障がい児について、その都度必要な支援を行っていきたい。

３ 障害者総合支援法等の改正について

【部会からの意見】

・自立支援生活援助の活用方法のイメージを教えてほしい。

・新しい制度について、早く広めてほしい。

・場所によってサービスの差がないようにやっていってほしい。

【事務局回答・今後の方針】

・具体的なことについての詳しい基準が国から出ていない。詳しい情報がでればお

知らせする。


